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科学技術の発展と会計
一 方法論に関する一試論 一

木 下 照 嶽
（明星大学）

Ｉ． 科学 技 術の 発達 と会 計

現 代 社 会 は、
’
高 度 情 報 化 社 会 へ の 過 渡 期 に あ る が、 ボ ー ル デ ィ ン グ （Ｋ．Ｅ．Ｂｏｕ１ｄｉ㎎） は、

こ う し た 状 況 を 文 明 社 会 に 対 比 さ れ る 文 明 後 （Ｐｏｓｔ－Ｃｉｖｉｌｉｚａｔｉｏｎ） 社 会、 ま た は 技 術 的 社 会

（Ｔ㏄ｈｎｏ１ｏｇｉｃａ１Ｓｏｃｉｅｔｙ） と 指 摘 し て い る
１〕
。 高 度 情 報 化 時 代 の 到 来 と 組 織 的 に 巨 大 化 す る

現代企業の変化 と、 その経営活動によっ て生み出される商晶・製品・サー ビスの社 会的のイ

ンパク トが高ま る中にあって、 企業組織 の経営責任は、 文明社会のそれと比較 して格段の差

異を生 じるに至 っている。

ア シモフ （Ｉ．
Ａｓｉｍｏｖ） の 「科学と発見 の年表」 によれぱ、 科学技術 の発 展 が経 済 活動 の

発展に与えた影 響には、 以下のような加速 度的な特質がみられる
３〕
。

１４５４年 印 刷 技 術。 一 … … …・・・・… … … … … … …・… … … … … 一 ・→ 約３００年 闇

１７８０年 産業革 命、 自動車、 Ｘ線、 ラ ジオ、 飛行機、 流れ作業。 →約１５０年間

１９２０年 コ ン ピ ュ ー タ、 中 性 子、 原 子 核、 核 融 合 爆 弾。 ・・…・… … → 約５０年 間

１９７０年 組 換 え ＤＮＡ、 フ ァ イ
バ ー 光 学、 フ ロ ン と オ ゾ ン 層。 …… → 約２０年 間

１９９０年 ハ イ テ ク、 情 報 戦 争、 持 続 可 能
な 開 発。 … … … … …・・・… → 約１０年 間

マ ンハイム は技 術の支 配に関 して、 以下 のよ うに指描 している。 今日の技術にと って最も

重要な点は集中化 （Ｃｅｎｔｒａｌｉ２ａｔｉ㎝） を助長 し、 従って、 少数者支配や 独裁 を 促進 する 傾 向

があ 孔 爆弾・ 航空 機・機械化部隊を自由 に処置し、 ま た、 電話・電信・ラ ジオ をコミ ュニ

ケーショ ンの手段と し、 大規模な産業技術 や位層 的官僚機構を用いて財貨を生産し、 分配し、

ま た人事を管理する 場合 には・ 主たる決定 は中枢的地位から下されるようにな 孔 現 代社会

においては中枢的地 位が確立され、 計画化 が可 能となったのみな らず不可避となっている
３〕
。

このように、 科 学技術の発展は、 伝統的な社 会経済に大きな影響を与えるが、 こ うしたイ

ンパクトは会計 に対 しても大きなものとなっ てい 孔 イ ギリスにおいて、 科学技術 の変 化が

会計に対する影響を、 会計専門職業の立場からより実践的に取り上げて提示した研究成果が

発表されている。 す なわ ち、１９８４年に、 会計分 野およ
ぴ会計分野以外からの広範な範囲 の研

究者 か ら構 成さ れ た 「変 化す る現 境 プロ ジェ ク トの 認識」 ［Ｕｎｄｅｒｓｔ㎜ｄｉｎｇ ａ Ｃｈａ㎎ｉ㎎

Ｅｎｖｉｒ㎝ ｍｅｎｔ－Ｐｒｏｊ㏄ｔ （ＵＣＥ），］ と い う 活 動
が
、 ホ ッ プ ウ ッ ド （Ａ．Ｈｏｐｗｏｏｄ） 等 を 中 心 と
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して、イギリス勅許会計士協会の研究委員会で創設され れ

この計画は、 従来の研究 委員会が特定の会計問題 あるいは領
域に焦点を置くという 方法と

は全く 異なって、 今世紀 の残りの１Ｏ年と２１世紀 の初期 にわたって （将来
２０年間以 上）、 会 計

が生き残る ぱかりか、 さ らに望むらく は、 発展 しなく てはならない環境の不確実性
と変化の

影響に光を投 じるのがそ の特質とされる９〕。 ＵＣＥの参加者 は、 各 界 を代 表す る貴 重 で
しか

も魅惑的な考え方の男性や女性で構成され、 私的部門と公的部門の双方の多くの機関による

計画研究 グルー プの将来 指向的戦略観の提示な どがその特質となっている
’〕
。 この研究会 で

討論された主要な間題 は・ 以 下の１１項目に要約 さ
れてい 孔

ω サー ビス需要の拡大 一①変化する社会 的選 好を反映する新 しい情報要求、 さ らにそう し

た研究領域の拡大に適応する会計測定方法の開発、 ②新しい経済計算形態と独立的評価一

組織的効率性のような価値と業績に関する広い概念を処理し、 財務的関係や活動の変化を

反映 し、 現行 の測定 システ
ムの明碓な欠 陥を処理する。 このような 研究動向は、 社会的組

織や公共部門の活動領域で最も重視され 孔 報告形態の改革・規制・裁申厩の承認等によっ

て、 会計事務所 は会社の財
政状態の保 証人として行動すること が厳しく求 められることに

なる。 加えて、 不 正行為、 異常行為 の探索と規制機関への報告 という 広範な責任は、 監査

人と顧客 の間 の関係 を基本的に変更 することになる。

１２） 会計事 務所 内部 における新 しいサー ビスの開発一新 しいサ ービスの開発による需要の促

進と新規 市場への参入の努力。 こ のよう
な変化の中に会計すな わち会計担当者の活動とみ

なされるものの定義と境界への挑戦と拡大がみられ 孔

１３〕 国 際化 一多く の会計事務所が多 国籍パートナー シッ プ形態 をもち、 法人も顧客も多国籍

な レベルでの規制対象となって いる。 会計担当者は グロ ー
バ ルな意味で国際経済の影讐を

より一層 考慮しなく てはな らな い。

１４〕 競争的現境一競争的環境内での実務の開発は・ 法人相互間の競争の処理という問題にっ

な がる。 競争の特質は将来ますま す不安定となるこ
と が予想 される。 他のプロフェッ ショ

ンに比べた意味での会計担当者 の地位 （スタッフ構成、 専門知識）
という間題が生 じる。

１５〕 会計法人の発展と協会の役割

上述 した現境変化は、 異な る法人闇、 異なる規模の 法人 間の業務上のミックスに
お ける変

化が生じる。 これが法人 と樹会 の間において、 メ ン
バーシッブと専門的資格との闇 の靱 帯

の稀薄化、 専門化の認識 にっ いて間題が生 じること になる。

１６） 競争と公衆の利益

専門職業の成功 は、 そ の能力と役割を一般社会 で認 められるか どうかにか かっ ている。 伝

統的に専門職業 は公衆 の利 益に奉仕する概念に忠 誠を誓ってきた が、 サー ビス の質、 中味

を向上させるという 点では、 例え ぱ独立性 というようなサー ビス の質 に関す る別の価値に
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従わなくてはな らない。 そ こに公共的利 益と会計担当者の潜在的義務と いう 捕らえどころ

のない概念を定義するた めに、 裁判所を利用 することが多くなるであろう。

（７〕 産業内部における会計担当者

産 業の財務的機能の質的変 化によって、 会計尊門 職業 は将来２つの課題に直面 している。

①専門的能力一伝統的な管理会計の役割上の変化、 組織内部の経済計算の役割の変化、 情

報技術 のイ ンパ クト、 経営怠志 決定と危険負担に関す る変 化、 ②スタッフの補充 一長期 的

に は個別的な経 営専門職業を発展さ せるという課題 （教育、 訓 練、 資格） が重要となる。

（８〕 技術一職業専 門家 と顧客の双方 にとっての熟練、 スタッ フ構 成の必要性 （財務市場、 取

引の質的変化に 対応）、 データ 処理、 データ・
べ一ス のストックによ る財 務報 告 の基 盤の

変革に関する問題 である。

（９〕 規制環境一職業専門家がこれまで国家規制のもとでの職業上の地位を保持したが、 国家

の変化とともに規制 の範 囲もその程度 （詳細 な規制や定義）が重要となる。

ω 会計職業専門家による 内部的な規制に対す る宣任 （メ ンバー自身の活動、 会計基準の形

態での規制や規範の展開） に関する問題であ る。

ω 教育 （技能的ポー トフォ リオ） 一上記の１１ト 仙 に適 応する会計担当者の教育 と訓 練の必

要性。 広い経営的技能にっ いて専門家を訓練 しな いと、 現在の地位を失い狭 小な 職能 専門

家 に後退してしまう。

このように・ 高度情報化社会 においては会計に関連す るものと して、 産業構造の変化、 生

活 の質の変化 による定性的 （非 財務的） 情報の重視、 マクロ 情報の必腰 性、 サー ビス業務 の

国 際化、 組織 構造 における個人 的側面の重視、 組織の長期的 維持・発展性、 制度的諸改革、

教育・研究の 新しい秩序化等が重 視されている。

皿． 社会 科学 と 白然 科学

ここで は、 会計ある いは会計学 が社会 科学として存立する要件 を、 自然 科学 のそれと対比

して分析 してみること にしたい。 社会科 学としての会計学方法論に関する主要 な文献には、

年代的にみて以下の ものがみられる５〕。

ｌ１〕 ブ リ ン ス （Ｔ．Ｒ．Ｐｒｉ㏄ｅ） の 「会 計 理 論 の 領 域 の 拡 大」 （Ｅｘｔｅｎｓｉ㎝ ｏｆｔｈｅ Ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ

ｏｆ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉ㎎ Ｔｈｅｏｒｙ，１９６３。）、 １２）
バ ー ク （Ｅ．Ｊ．Ｂｕｒｋ） の 「客 観 性 と 会 計 学 」 （Ｏｂｊｅｃｔｉｖｉｔｙ

ａｎｄ Ａ㏄ｏｕｎｔｉ㎎，１９６４、）、１３〕マ テ シ ッ チ （Ｒ． Ｍａｔｔｅｓｓｉｃｈ） の 「会 計 学 お よ ぴ 分 析 的 方 法」

（Ａ ㏄ｏ ㎜ｔｉｎｇ ａｎｄ Ａ ㎜１ｙｔｉｃａ１ Ｍｅ沁ｏｄｓ，
１９６４．）、 １４）ヘ ン ド リ ク セ ン （Ｅ． Ｓ．Ｈｅｎｄｒｉｋｓｅｎ） 「会

計 理 論」 （Ａ㏄ｏ㎜ｔｉｎｇ Ｔｈｅｏｒｙ，
１９６５．）、１５〕ア メ リ カ 会 計 学 会 「基 礎 的 会 計 理 論」 （Ａ

Ｓｔａｔｇｍｅｎｔ ｏｆ Ｂａｓｉｃ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ
Ｔｈｅｏｒｙ，

１９６６
、
）
、
１６〕ベ ッ ド フ ォ ー ド （Ｎ．

Ｍ
．
Ｂｅｄｆｏｒｄ）、

「 変

化 す る 社 会 に お け る 会 計 の 将 来」 （“ ｅ Ｆｕｔｕｒｅ ｏｆ Ａ㏄ｏｕｎ亡ｉｎｇｉｎａ Ｃｈａ ㎎ｉ㎎ Ｓ㏄ｉｅｔｙ，
１９７０）、

（７〕アメ リカ会 計学会 「会計 理 論 およ び理 論承 認」 （Ｓｔａｔｅｍｅｎｔ ㎝ Ａ㏄ｏ㎜ｔｉ㎎ Ｔｈｅｏｒｙ ㎜ｄ
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Ｔｈｅｏｒｙ Ａ ㏄ｅｐｔａｎｃｅ，１９７７） 、 １８）マ テ シ ッ チ、
「規 範 会 計 理 論 一 失 わ れ た パ ラ ダイ ム 、 回 復 し

た パ ラ ダ イ ム 」 （Ｏｎ ｔｈｅ Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｎｏｒｍ ａｔ
ｉｖｅ Ａ ㏄ｏ皿ｎｔｉｎｇ Ｔｈｅｏｒｙ ： Ｐａｒａ

ｄｉｇ ｍ Ｌｏｓｔ，

Ｐｒａｄｉｇｍ Ｒｅｇａ
ｉｎｅｄ ？，

１９９２）６〕
ｏ

会計 学の方法論に関 して は、 上 述したプリ ンスの
会 計理論の領域の拡大やヘン ドリクセ ン

のよう な詰種のアプローチ の研究 （１．演繰 的推理お
よ ぴ公理的方法、２．帰納 的方 法、３．実用

主 義 的 ア プ ロ ー チ ま た は コ モ ン ・ ロ ー ・ ア ブ ロ ー チ 、 ４．倫 理 規 範 的 方
法、 ５。伝 達 理 論 的 ア プ

回一チ、６．行動学的 アプローチ、７．社会学
的方法）、

バー クの 客観 性問 題 にみ られ るよ う な

他の社会科学との相互関係、 さらにはアメ リカ会 計学会の基礎的会計理論の
ような会計 情報

論への重点の移行な ど、 そこには研究対
象の広 がり、 会計目的の多様化

と変化・ 会計 技術の

発展をめ ぐって大き な展 開が理解される。 研 究範囲の拡大
という点で は、 自然科 学や他の社

会科学の援用あ るいは導入ということが要請 される。 また会計の目
的と いう 点では、 組織や

個人の倫理や規範が対象とされるものと思われ 孔

このよう な視点を体系的に示 した もの として、
ベッ トフォー ドは・ 会 計が以下のような領

域の研究 に手を広げ得ない理由 はなん らないと主張す る
７㌧

ｌ１〕人 間および組織の行動と動機の 本質 （心理学およ び社会学）。１２）人 間の 行動 はい か に
あ

る ぺきかの決定 （倫理学）。 制あらゆる種類 の活
動を開示するのに有用な 測定 方法。 ω 伝達

方 法。１５〕論理体系。

そこには、 社会科学 としての会計が、 組織研
究 を中心と した時代から組織を構成す る個 人

指向の研究を通じて、 組織 （企業等） の再構築をはかる理論形成へ
と大きく胎動しているブ

ロセスを理解すること ができる。

皿． 規筒 的会 計理
論 一社 会報 告 会計 と の関 連 性一８）

今日、 社会 経
済 の国際化という時代転 換に対応 して、 会計あ るいは他の社会科学からのア

ブ回一チと して、 消 賓者あるい は市民生 活に関
する会計情 報の充実 と発 展・ 企業・政府とい

う伝缶的な支 配体制に対する構造的な批 判と しての ドイ ツやイ ギ リス の批 判会 計 （ＣｒｉｔｉＣａｌ

ａ㏄Ｏ㎜ｔｉ㎎） や規範的会計理論 （マ テシッチ
等） が見 直されたり注目される背景が指摘され

る。 すな わち、 会計に関する何 らかの国際
的パラ ダイ ムヘの待望論であ 乱

最 近、 ア メ リ
カ を 中 心 と し て 台 頭 し て き た 実 証 的 会 計 研 究 （ｐｏＳｉｔｉｖｅａ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ） に 対 比

されるものと して、 規範的 会計 理論 の形成
を はかる一連の研究成果が ドイッやイ ギリス を中

心として注視されて いる。 すなわち、 実証的 会計研
究に没頭 した１Ｏ年間を経過 ［こ の期 間中

は、 規範的会計理 論
とい う概 念を 用 いる こ とは 指導 的 な会計 研 究者 の精 神的 聖 地 （ｉｍｅｒ

ＳａｎＣｔｕｍ） に範を とっ て軽視されてきた］ した
が
、 この領

域を破っ て、 学間の規範的側面 に

関心を取り戻す 時期 にあるという指描 がなされているＩ〕。

初期の ドイ ツにおける体系的な倫理的 一規範 的論 理 はシ ェア ー （Ｊ．Ｆ．Ｓｃｈ身ｒ） と ニ ック
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リ ッ シ ュ （Ｈ．Ｎｉｃｋｌｉｓｃｈ） に よ っ て２０世 紀 初 頭 に 論 じ ら れ て い 孔 そ れ は・ 第 ２ 次 世 界 大 戦

後の英 米諸国の規範論と はかなり の差 異がみられるが、 両 者の 主張 は、 実業 家 （ｂｕｓｉｎｅｓｓ－

ｍａｎ） は個 別企業または個人に最 も役立っところの利益を極犬にすること ではなく て、 社会

全般に 役立つ 効率と業績 （ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙａｎｄｐｅｒｆｏｍａｎ㏄） を最犬にすべ きで ある と いう明 確

な 倫 理 的 思 考 に あ っ た１０〕。

初期 の規範的一倫理的会計ある いは企業論の台頭は、 ドイ ツの２つの対立 する経済学者の

闘 の 「価 値 中 立 性」 （Ｔａｌｕｅｎｅｕｔｒａ１ｉｔｙ） ま た は 「 価 値 判 断 論 争 」 （Ｗｅｒｔｕｒｔｅｉ１ｓｓｔｒｅｉｔ… ２０世

紀初頭） と緊密な関係をもっていたと いう点に注目する必要がある
１１）
。 価値判 断論 争 は、 社

会科学、 と りわけ経済学の認識の客観 性
を保持するために、 社会倫理的な価値判 断を、 それ

も主観的な価値判断を排除するものであって、 資本主義の精神は明らかに歴史的な価値意識

であること から・ ウェー
バー等の没価値 性も・ このような価値意識を一応想 定しながら・ こ

れを目的・ 手段の適合関係を客観的に科 学的に分析することで、 概念的に再 構築 を計ったも

の と 言 わ れ る１２〕。

リ トルトン （Ａ．Ｃ．Ｌｉｔｔｌｅｔ㎝） によ れば・ 会計は経済学と統計学に最も密接 に関係 して 発

展 してきた ものであるとして、 以下の ように述べている
聞〕
。

「経済学 は富 の創造およぴ消費の場 合の人間活動につ いて多くの異なった・ ま た時として

相反する理論 を総合した原理の一体で あると考えられる。 その関心の中心 は富 である。 富に

関する側面 は会計の関心の中心に おい てもまた見出される。」

上述 の規 範的パラ ダイ ムの倫理的側 面は・ 第２次世界犬戦後に忘却さ れてしまっていたが・

ホ ッ ブ ウ ッ ド を 中 心 と し て、 １９７０年 代 以 降 イ ギ リ ス 規 範 学 派 （Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｎｏ ｍ ａｔｉｖθ Ｓｃｈｏｏ１）

による規範 的一倫理的思考の展開をみ ている。

マテ シッチ によれば、 上述 した規範 的理 論が１９３０年代の ドイ ツから１９７０年代あ るいは１９８０

年代のイ ギリスヘと、４０年間か ら５０年 間以 上の大飛躍したのは、１９３０年代と１９８０年代の間に

倫 理的 一規 範 的と みな さ れる 大き な会 計 の動 向が 存在 しな かっ た ［社 会 的 公 平 （Ｓ㏄ｉａ１

ｅｑｕｉｔｙ） と いう理論によって経済的原則 を補足するという意味における］ ことによる。 こ の

期間中の会計研究の大部分は・ 記述的であるか分析的であり・ それは主として実用主義的研

究一規範的 および統計的一と、 経験的研 究の２っに分類された
１’〕
。

上述 のイ ギリス規範学派は以下の関遵 領域に分類される１５〕。

ｌ１） 説 明 理 論 （ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｉｖｅ ｐｅｒｓｐ㏄ｔｉｖｅ）。 こ れ は ホ ッ プ ウ ッ ド や ク ー
パ ー （Ｄ．Ｊ．

Ｃｏｏｐｅｒ） 等によって代表される流れ で、 この学派の特質は、 実証 的 一科 学的 理論 と は正 反

対で、 会計 が実体 （ｒ６ａ１ｉｔｙ） を示すと いう考えを排して、 む しろ 会計 は実体 をっ く り出 す

もので あり、 しかも強い儀式的意味 を持っ と主張する。 そ して、 会計は主体 と客体との相互

関係 を重視し、
システムとその構造 の間の相互依存関係を強調 している。 こ のように会計 は

中立的 ではなく て、 それが創り出す のに手を貸すところの社会的結果に対 して責任を持たな
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く て は な ら な い と さ れ る。

１２〕 批 判 的 一 急 進 的 理 論 （Ｃｒｉｔｉｃａ１－Ｒａｄｉｃａ１Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ）。 こ の 学 派 は、 テ ィ ン カ ー （Ａ．

Ｍ．Ｔｉｎｋｅｒ） や レ ー マ ン （Ｃ．Ｒ．Ｌｅｈｍａｎ）
等 に よ っ て 支 持 さ れ る 急 進 的 な 流 れ で・ 理 論 を 判

断す る基準は 「情況 一範 囲」（ｃｏｎｔｅｘｔ－ｂｏｍｄ） であるこ とから歴史的、 民族学的研究 やケー

ス ・スタディーが一般に利用 される。 この考え のもとでは、 会計 は中立的
な用具ではなくて、

階級 間の社会的コ ンフリク トやコ ントロー ルと いう問題に重点が置か れ 孔

彼 らの考え方は・ 会計 研究 を社会的批判と して主張 し、 社会的、 経済的 および政治的利害

の不 可分性を主張する。 しかし、 このような研 究が社会的に容認さ れる理 論となるにはなお

問題が残されていると いう意見が内部的に も見 受けられる。

制 そ の 他 の 規 範 学 派。 ① ブ リ ロ フ （Ａ．Ｊ．Ｂｒｉｌｏｆｆ） と ガ ー （Ｊ．Ｃ．Ｇａａ）。
ブ リ 回 フ は イ

ギリスの規範学派に必 ずしも結び付かない が、 会計およ び経営に 関す る高 度の基準を提言 し

て い る。 ま た ガ ー は、 社 会 的 一 契 約 理 論 （Ｓ ㏄ｉａ１－Ｃｏｎ伍ａｃｔ Ａｐｐｍ ａｃｈ） を 展 開 し て い る。 ②

社 会 会 計 。
ベ ル カ オ ウ ィ （Ａ．

Ｂｅ－１ｋａｏｕｉ）、
ノ リ ー ン （Ｅ

．
Ｎｏｒｅｅｎ）、

チ ィ ー （Ｓ． Ｋ．Ｃｈｉ） 等

を中心とする一連の研究 者で、 その主張 は社会 責任会計、 環境会計、 社会 経
済会計というよ

うな名称で知られて いるが、 それ はしぱしぱ社 会会計
という用語 で要約さ れている。 ペルカ

オウィは・ 労働者・ 消費 者・ 環境・ 公害・ 国際 的協働等にっ
いて の価値判 断に焦点を置いて

い る が、 特 定 か っ 詳 細 な 規 範 の 形 成 を 必 ず
し も 行 っ て い な い

’①
。 ま た、 ノ リ ー ン は、 エ イ ジ ェ

ン シィー理論に立っ て、 倫理的態度の改善 によ る経済的優位性の 考察 を行 ってい 孔 上述 し

た 社 会 会 計 の 主 張 は 、 エ ス テ ス
（Ｒ
．
Ｗ
，
Ｅｓｔｅｓ）、

ジ ョ ン ソ ン （Ｈ．
Ｌ
．
Ｊｏｈｎｓｏｎ）、

リ ノ ウ ズ

（Ｄ．Ｆ．
Ｌｉｎｏｗｅｓ） 等のアメ リカ を中心とした企業社会会 計の一連の研究成果と相互に 強 い関

遵性を持っている。

ここでは・ 社会報 告会計という研究領域 を策 定するという意味 で・ 拙論 の主張に
比較的近

いと思われる理諭的 アプローチを考察 した。 そ こには、 ω ドイ ツの規 範的一倫理的会計理論

の再興、１２〕経済理論 の会計理論形成へ の影 讐、（３賭 種の会計規
範 理論 の分 化、 さらに、１４〕経

済活動の国際化、１５）米ソ２極対立の終焉
と社会主義支配体制の後 退による、 国家・企業組織

の再権築にともなっ て、 市民的視 点に 立脚
した組織の社会的 ・国 際的責任を追求する社会会

計や社会責任会計 への新 しい発展 を指 摘す ることができる。

１Ｖ． 会計発展の時代区分と動態的考察

ジ ョ ン ソ ン （Ｈ．Ｌ，Ｊｏｈｎｓ㎝） の 発 展 年 譜 表 の ア カ ウ ン タ
ビ リ テ ィ （ａ㏄ｏ㎜ｔａｂｉ１ｉｔｙ： 会 計

責任） に関する認 識上の発展に示さ れるように、５０年前 の株 主に年次財務報告書
を提供した

り、 そ れを監査す るということ は比較 的ま れな出来事で あり、 ニューヨーク証券取引所
が最

初に年次報告書の提出を要請した１９２６年以前は、 株主の利用目的用の報告書の作成と提示を

行って いた 会社 は、９５７社中３３９社 ときわめて限定さ れて いた
帥
。
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会計発展の歴 史は、 以 下の３段階に大別できる ものと思われる。

第１段階は、 第２次世界犬 戦中あるいは戦後 （１９４０年代） を中心と した原価会計、 原 価・

生産 統計、 原価分析さ らに は政府 会計、 計画・ プロ グラム、 予算方式とかなり軍事生産、 生

産性、 公共プロ グラム （その効率性） 等が主流を占めてい ることが理解される。

第２ 段階は・ 戦後の比較的平和経済 下に入っては、 税務会計、 経 営管理サー ビス、 経営科

学・ 費 用 ・ 便 益 分 析、 意 志 決 定 論、 情 報 シ ス テ ム 論、 サ イ
バ ネ テ ィ ッ ク ス、 コ ン ピュ ー タ ー、

トータ ル・ シス テム 設計と・ 会計学以外の学問 ・技法の採用によるより科学的色 彩が強化さ

れて、 情報化時代に対応した企業活動の量的発展と合理化、 これに対応する組織的再編成が

みられた時期であっ た。

第３段階は、
’１９７０年代以降 の新 しい新機軸と も言わ れる発展であって、 それは、 現在で も

そ の 萌 芽 の 段 階 に あ 孔 す な わ ち、 社 会 会 計 （Ｓ㏄ｉａ１ａ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ）、 人 間 資 源 の 価 値 （ｍａｎ－

ｐｏｗ６ｒ ｖａｈ 朗）・ 人 間 行 動 （ｈｕｍａｎ ｂｅｈａｖｉｏｒ） さ ら に は 環 境 会 計 等 を 中 心 と し た 個 人、 社 会、

人間行 動へその重心を移行させっっあると ころの、 生活の質 を中心とした社会 的・文化的 レ

ベ ル向上を 指向 する会計理論の形成期というこ とができる。

バラ ドウ ニー （Ｖ・Ｂａ１ａｄｏ㎜ｉ） は、 時代 区分 は発生した 事 象を 識別 する もの で もなく、

そう した事象の意味 を説明す る問題でもないと 主張する蛆〕。
バラ ドウニーは、 時代 区分 は 時

代が創り出される プロセス であり、 時代区分の ブロ セス は、 変化する期間と複雑性の度 合の

両者に適応する整然と した発展パ ター ンを示すと主 張す る１９）。

自然科学において、 発展の プロ セス は一般に膨張と収縮 という活動または事象の２っの変

化 す る サ イ ク ル が み ら れ る と さ れ て い る が、 ボ ー ナ ー （Ｊ．Ｔ．Ｂ ㎝ ｎｅｒ） に よ れ ぱ、 そ れ は 創

造 プロセス （膨張） と抑制プロセス （収縮） であって、 前者 は建設的 でま た進 歩的であり、

後者 は、 創造プロセスのチェック、 指導、 さ らに誘導の特質を もっ
勤
。 上述 した 観 点か ら、

バラ ドウ ニー は発展の５つの側面を以下のよう に展 開する阯〕。

（１〕 起源 （ｏｒｉｇｉｎａｔｉ㎝） 起源 は以前 の制 度あるい は時代の崩壊 から生じ 孔 それ は、 ど

ちらか らといえ ぱ不 完全であるが、 独特な対象 が現 れる危険な時点である。 それは、 以前 の

退歩する システム からは本 質的に自由であって、 そ の現れる対象は一それが会計概念、 フ レー

ムワークまた は結合 であれ 一欲 迎さ れる現境の中で成長 した りあるいは発展する準備が でき

ている。 しか し、 新 しい環境 は不愉 快な驚き （出来事） をもたらすかもしれない。 正常な発

展 と変化は決 して保証されていない。

② 進 歩 的 分 化 （ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉ㎝ ） 対 象 は、 そ の 起 源 ま た は 初 期 の 状 況 に お

いて は幾分は無形であ り、 明 確な 形 態と か 特質 に欠 ける。 そ れ は知覚 （ｐｅｒｃｅｐｔ） と概 念

（ｃｏｎｃｅｐｔ） によって理解さ れる。 知 覚は事柄 （概念） の理 解ではなく、 それに気づくこと で

ある。 知 覚は、 人々がそれに内容を付与すれ ぱ概念となる。 分化の側面で は、 知覚 は特 定の

特質 をもち はじめる。 この明確な特質は概念発達 の構成要素となる。
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１３〕 体 系 化 （ｓｙｓｔｅｍａｔｉｚａｔｉｏｎ） 進 歩 的 分 化 は、 対 象 そ れ 自 体 を 部 分、 下
位 部 分、 さ ら に

下位部分へと分難 してい る局 面とすれぱ、 体系化 は、 部分が相互に関連
をもっ局面である。

すなわちそれは、 現境の 内部 で新しい立場に
対 して適切な構造を創り出すために部分、 下位

部分等が相互に関連を もっ プロセスといえる。

１４） 統合 （ｉｎｔｅｇｒａｔｉ㎝） この局面 においては、 発展する 対象
あるいは システム は、 そ の

構造的・機能的完全形態 （全体） に到達する。 そ れは多様な要素
を新 しい統合に向かって融

合 し整序する傾向である種）。 それは、 構造的観点 では均衡、 対称、 調 和
を意味 し、 機能 的 観

点では、 可能な限り のエ ネル
ギー支出の極小化 傾向、 あるい は安定 した状

況ま たは単 に現境

との良好な適応関係 をさ すが、 それ は自
己安 定化と自己組織化 （新しい レベルの複雑性） を

示 す。

１５〕 進 歩 的 分 雌 （ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅｓｅｇｒｅｇａｔｉ㎝ ）

シス テム は、 自己安定化、 自 己組織 化に対
する能力 が不 十分 であれぱ、 それは進歩的分離

の局面 にはいる。 そこで、 全体
としての システムは徐々に崩 壊す 孔 これまで確立された構

造的 ・機能的統一性あるい は完全性 は部分に道をゆずり、 その結果・ 部
分は自己の限定され

た 目的を追求する。 そ して部分ま たは下位 システム は、 新
しい環境の挑戦に挑むためにエネ

ルギーを集中して窮境か ら脱 出す る道 （変化また は変 形） を見出そうとする。 そ して新 しい

環境に対応して新 しい シス テムづく り （より高次 の発 展的複雑性を もつ） を目指す。

バ ラ ド ウ ニ ー の 見 解 は、 組 織、 制 度
（マ ク ロ ・ ミ ク ロ レ ベ ル） は、 研 究 の 歴 史 的 見 方

と し

て常にそれを環境との関連 で考察することの必要 性と、 上述 した発展 モデ
ルにお いて は、 活

動システムとその環境 は常 に変化すると いう発展 につ いての動態的把 握に立脚 しているのが

そ の 特 質 と い え よ う邊〕。

さ ら に ア ー リ ン ト ン （Ｃ．Ｅ．Ａｒｒｉｎｇｔ㎝） 等 は、 会 計 の 技 術
的 側 面 を 難 れ て、 そ の 動 態 的

役割を以下のよう に述 べている別〕。

「会計 は、 経済 的効率性の受動的
な用 具であるという考え方 を変えることが可能である。

そう ではなく て、 会計の歴史 は、 技 術
的な合理性も必然的な発 展をも反映することのないと

ころ の、 経済 的、 政治的、 偶発的
な相 互事象の複雑な巣 （ｗｅｂ） と して理解される。」

こ のように考えた場合、 会計
と環境が相互に関連を もち、 相 互にその行動に影響

を及ぼす

こと が理解されよう。 会計学 は静態的な見方
と動態的な見 方の両者が必要とされるが、 これ

ま で、 後者の立場からの論及 が比較的に限定さ
れてき た背 景には、 その実践的側面の重視 に

よるその機能的制約、 すなわ ち研究領域の限定性、 発展 形
態としてのパ ルス （膨張と収縮）

の脆弱性 （会計が経済システムの下位機能を分担するという意味で現境変化から受ける影響

が間接的である。 従っ て、
教育・研究上のこう した動態的考察に対する意義が間われよう。
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Ｖ． 会 計研 究 の 課題

これまでの考察を通じて、 文明後社会あるいは国際市民社会という来るべき技術史感的社

会観に立脚 した場合、 これまでの単に営利・非営利 といった伝統的な組織の価値観 はかなり

修 正ないし変革を余儀なく されるものと思われる。 すな わち、 労働観、 生活立地 （居住地）、

言語、 生活の質 （国 際的 文化価値の比較）、 市民生活の健康・安全 （高齢化 社会） 等 は、 市

民側の 選択 に大きくゆだね られることになろう。 その段 階においては、 これまでとは逆に、

政府、 企業 はむ しろ市民側 の選択対象に置かれることが予想 される。 すなわち、 諸資源の利

用に関する 社会的・公共的アカ ウ ンタ ビリティの間題である。

今後 の会計 排究領域に おいては、 単に資源の私的利用に限定さ れな いで、 マクロ的な意味

での社会的利用 （グローバ ルな利用 を含めて） という観点 も付加す ることによって、 その公

正かっ適切な利用 が促進され るものと確信する。 それは、 単 に企業 の経済的取引のみならず、

個人およ び公的 組織をもその 中に網羅 した意味での、 すなわち、 経済 主体 が不可分な形態を

もって、 その資源利用 に関する公正性、 効率性、 適正性、 経済主体の貢献 性、 開放性という

ような視点で、 国 際的な文化発展に寄与す ることが可能となるように考え ている。

ここでは、 文明後 社会における会計 が指向す る１つの方向と して、 その 根底 に将来ω経済

主体 〔企業、 個人、 公 的組織〕 における会計 情報 （補足的、 自発的、 定性 的な 非財務情報を

含む） の開示の拡大 …… 社会報告１２〕グロー バルな 環境、 資源の利用における公正性 と適 正性

（マクロ情 報と の連結）１３）上述 のωおよび１２）の観点からの組織間の開放 性指向
’
（目標、 成 果

配分・ 労働条件、 製晶・ 商晶・サー ビス等の価値、 社会 的・国際的貢献等） と相互比較 の促

進１４〕社会科学の他の研究 領域の学際的研究の必腰 性 と、 文化的差異の国際比較、 会計研 究・

教育の国際的協力・協調 が重要な意義をもっものと 結論 される。 これによって資本主義 社会

は国際的視点において諸 資源、 権限の相対的な偏在 を是 定し、 文化的な生活の質を向上させ

る社 会実現の可能性を模索す ることが可能となろう。

上述 した観点にたって、 本 論文は、ｌ１脹 統的な財務報告会 計の時代から、 現段階にお ける

ような１２）経営実態開示を重視する時代、 将来はさらに１３〕政府および企業組織の市民化する時

代にお ける経済主体 （政府、 企業、 個 人） の財務報告と非財 務報 告を網羅 していく意味での

社会報告会計 の確立が徐々に要請 されるものと考える。 会計 が社会、 経済、 文化によって影

響を受 けてき たこれまでの視点 に加 えて、 会計が逆に社会、 経済、 文 化 （発展） に貢献 し得

るかというア プローチも要請さ れるこ とになろ ㌔
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分 類 し て い る。

１２〕の 実 用 主 義 的 一 規 龍 的 会 計 理論 は、 １９５０年 代 か ら１９７０年 代 に か け て 世 界 的 に 発 展
を み た 規 範 的 会

計 理 論 で、 そ
れ は ペ イ ト ン、

ム ー ニ ッ ツ、
チ ェ ン バ ー ス 、

ス プ ロ ー ズ、
ゴ ー ル ド バ ー グ、 井 尻、 ス

タ ー リ ン グ等 に 代 表 さ れ 乱 先 見 的、 倫 理 的、 社会 的、 方 法 論 的、 技 術 的、 法 的、 行 政 的 等 の 異
な

る 種 類 の 規 範 （ｎｏｒｍ） が 存 在 し て、 理 論 形 成 あ る い は シ ス テ ム 化 に 結 び 付 け ら れ る こ と は 確 か で

あ 孔 しか し、 上 述 の 研究 者 は、
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多 く の 伝 統 的 会 計 学 者 が 実 用 主 義 的 一 規 龍 的 理 論 の も と に 一 緒く た に さ れ て し ま う か の 理 由 で あ る
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代 替 的 仮 設 の セ ッ ト を 創 り 出 す こ と で あ る。」 （ 同 論 文 ｐ．
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